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NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会理事長    角田 昌司 
 

明けましておめでとうございます。 

 昨年は、4 年に及んだコロナ禍もようやく落ち着き、会の活動も、皆さん自身

の活動も元気を取り戻した一年だったのではないでしょうか。とはいえ、コロナ

かインフルエンザなのか分からないような症状も流行っています。まだまだ安心

はできません。引き続き気をつけていきましょう。 

 新規合格者が 18 名とたくさんの方が合格されたのは朗報でした。一人でも多く

の方が入会され、一緒に活動できることを楽しみにしております。会員が増えることで、より持続的な活動も

可能となります。今後、対外的には「SDGｓ」を意識した方針も必要ですが、その前に本会自体がサスティナブ

ルであることが必要です。活性化が課題なのです。新会員だけでなく、しばらく参加されていない方も、ご都

合が付けば会の活動に参加していただけるとありがたいです。イベントだけでなく、山こい倶楽部、森こい倶
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

河口湖からの富士山   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

新年ご挨拶 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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楽部、鳥こい倶楽部といった気楽に参加できる同好会もあります。非会員も同伴できますので、ぜひ参加して

みてください。冗談ですが、私は、Ｓスットボケ Ｄどんだけ～ Ｇｓジジイズと名乗り、サスティナブル？

に参加しております。 

今年も健康第一、そしてご自身の生活も大切にしつつ、積極的に会の活動に参加して、一緒に神奈川会の活

動を盛り上げていきましょう。 

 

合格おめでとうございます 

令和 5 年度森林インストラクター資格試験の合格者が発表されました。発表時の神奈川県在住の合格者は、17

名でしたが、その後転入等があり JFIK入会勧誘対象者は、現在 18名です。以下にお名前(敬称略)を記します。 

大関 優、大谷雅彦、小澤祐司、笠原健司、加藤直邦、倉田公紀、小林真史、白川泰嗣、鈴木有美、 

高梨 勉、竹山和秀、中村 緑、中村陽一、橋本 武、藤井久仁子、本川誠一、山本拓司、境 翔悟 

 

また、新規合格者歓迎会が以下の要領で開催されます。 

場 所：泉の森    大和市上草柳 1728番地  TEL 046-264-6633  

日 時：1月 21日（日） 

    10：00～12：00 オリエンテーション 

    13：00～15：00 自然観察会 

  なお、終了後懇親会も計画されています。また、コロナ禍時とは異なり出席者に制限はありません。 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：1月 12日（金）、27日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 1月、2月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：1月 6日（土）、14日（日）、15日（月）、22日（月） 

2月 3日（土）、11日（日･祝）、13日（火）、19日（月） 

活動時間：10:00～15:00                                                               （福田記) 

 

★■フォレスト 21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は、相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山の国有林で森林整備をしています。 

毎月第 2土曜日と第 4日曜日が定例活動日です。 

1月は、13日(土)、28日(日)が定例活動日で、作業内容は、間伐、枝打ち、道づくりを予定しています。 

■集合時間：8：30 

■集合場所：橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前で、レンタカーに乗り合わせて約 30分 

活動予定 

Topics 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
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■参加費 ：300円 

■ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。 

■天候等による中止の場合 

降水確率が終日高い、雨・雪・凍結など活動中や現場までの道のりに危険が予想される場合は中止します。 

 その際は、前日の 18：00までに「調整さん」に中止の旨を書き込みます。           (久保記) 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。        (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「寒川神社とその周辺地域の自然と歴史を訪ねる」  

今回は大橋が企画しています。 

日 時：1月 24日（水）、28日（日）注：曜日に注意/両日とも雨天中止。 

集 合：JR相模線宮山駅 改札外 10：10（※集合時間にご注意ください。） 

注：受付開始は 9：30 です。 

    注：無人駅です。Suica、PASMO は改札の改札機・読み取り部にしっかりタッチして出場してください。 

解 散：JR相模線寒川駅 14：00頃を予定。 

募集定員：各回 50名 

コースの概要：JR宮山駅(集合)→宮山神社→寒川神社→興全寺→西善寺→寒川神社参道→水道記念館 

(昼食/休憩)→寒川神社参道→(JAさがみの 農産物直売所)→さむかわ公園→宮山緑地→ 

安楽寺/大神塚→大塚古墳→JR寒川駅(解散) 

歩行距離約 5km（ほぼ平坦な道） 

今回は、寒川町を訪ねます。寒川町は、約 1,600 年の歴史を有するとされ、相模一之宮として古くから多

くの人々が参拝に訪れている寒川神社が鎮座していることで知られていす。寒川神社では、御神木のスギを

はじめ、サカキ、クロマツ、オガタマノキ、クスノキなど様々な樹木を観察するとともに、「八方除け」を祈

念し、安全、健康を願ってはいかがでしょうか。 

県営水道発祥の地・水道記念館では手入れの行き届いた庭園を楽しみましょう。 

安楽寺は、寒川町内で最も歴史のあるお寺で、境内の本堂裏手には、5 世紀に築造された古墳があります。

古墳は、寒川町内で唯一、盛土が残り、築造当時の形をうかがえる古墳です。古墳に登り、古墳の形状を確

認したいと思います。 

初春の一日、丹沢の大山を眺めながら、寒川での散策を楽しみたいと思います。 

 

申し込み：実施日の 5日前までに、JFIKホームページ参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置までご連絡ください。 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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＜サポートスタッフについて＞ 

「神奈川の身近な自然を訪ねて」は、1 班～4 班 or5 班に分かれて散策します。 

各班には JFIK 会員がリーダー（ガイド）として付き、解説等を行いながら散策します。 

サポートスタッフは各班の最後尾に付いていただき、おもに安全確保（人数確認、道路横断時のサポート、階 

段等での注意喚起等）についてサポートしていただきます。 

尚、サポートスタッフを何度か経験していただき、「神奈川の身近な自然を訪ねて」の状況を把握していただい 

た方の中から、安全担当やリーダー（ガイド）をお願いするようにしています。 

詳細については、鈴置にお尋ねください。  

 

＜2～4月の予定＞  注：予定が変更になる場合があります。 

Ⅰ 2月 10日（土）、14日（水） ～梅の 2月、曽我の里の自然と歴史を訪ねる～  

Ⅱ 3月 13日（水)、16日（土） ～中原街道と徳川家天領山田村の自然と歴史を訪ねて～  

Ⅲ 4月 17日（水)、20日（土） ～（仮題）川崎市中原区等々力と周辺地域の自然と歴史を訪ねる～ 

＝参加申込受付について＝ 

参加申込受付は、全国森林インストラクター神奈川会(JFIK)ホームページに案内が掲載された後となります。

それ以前の受付は行いませんので、ご注意ください。 

（大橋記） 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～春を待つ生き物たち」 

 1 年で最も寒いこの時期、生き物たちはそれぞれ独自の工夫で寒さを乗り切り春に向けての準備をしています。

そんな姿を一緒に観察してみませんか。 

事前下見：1月 13日（土） 13:00～15:00 

当日下見：1月 21日（日） 10:00～12:00 

本  番：1月 21日（日） 13:00～15:00 

集  合：公園北口管理事務所前 

場  所：県立四季の森公園 はす池・あしはら湿原周辺ほか 

スタッフ：リーダー：佐野（仁） サブリーダー：佐藤（淳）、加納 

 本番に参加される場合は、公園に電話（045－931－7910）か管理事務所窓口でお申し込みください（メール

は不可）。定員は 20名、申込期間は実施日直前の 1週間です。スタッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現

地で声をかけてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡ください。資料を送ります。下見だけ

の参加も大歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。           （佐野(仁)記） 

 

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

1月は休会です。以下は 2月のご案内になります。 

 

日  時：2月 9日（金）19:30～21：00 

講  師：嶺義則（H25） 

テーマ：箱根の景観に魅せられて ～ 箱根の地形・自然・歴史・文化のお話 

概  要：神奈川県内唯一の国立公園である箱根。活動拠点を箱根に移して 3年近くになりました。その間、自分

自身で体験したものに加えて、数十時間に及ぶガイド研修の一環として、箱根の地形・自然・歴史・文化など

各分野のエキスパートから話を聞いたり、実地見学をする機会がありました。箱根では、険しくユニークな地

形が動植物等の自然の営みや人間の歴史・文化と密接に関係してきました。箱根を理解する上で役に立ちそう
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な各分野のエッセンスを箱根のガイドとして皆さんにご紹介させてもらいます。箱根ファンが更に増えたらい

いなという願いを込めて・・・                                                               （講師記） 

 

問合せ先：室内勉強会担当  佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034 

嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com         📱：090-3532-0479     (嶺記) 

 

■山こい倶楽部 第 100回企画「倉見山」 

2014 年 9 月の第１回山こいから始まり、今回 100 回目の企画となりました。大きな事故もなくここまで開催

できたのもみなさまのご協力があっての結果です。 

さて今回は山梨県の倉見山（1,256m）を企画しました。杓子山と三ツ峠山の間に位置し、富士山の眺望がよ

く山梨百名山 100番の山。山頂からは富士山の他、奥秩父、奥多摩の山々、遠く南アルプスも見えます。訪れる

登山者も少なく静かな山行が楽しめると思います。 

今回は 100回目、新年最初の山こいということで山頂でぜんざいを振る舞いますので参加者はお椀、箸をご持

参ください。新入会員の方も参加できます。 

今回のリーダーは松井、サブリーダーは久保さんです。 

日 時：1月 14日（日） 

集 合：富士急行線 三つ峠駅 9：00 （高尾駅発 7：24の河口湖駅行きに乗ると三つ峠駅着 8：51） 

行 程：三つ峠駅 9:10～厄神社 9:25〜さすの平 10:10(10:20)～倉見山山頂 11:10(12:00)～ 

相定ヶ峰 12:20(12:30)～堂尾山公園 13:30(13:40)〜寿駅 14:30 

持ち物：飲み物、昼食、行動食、雨具、防寒具、医薬品、地図、コンパス、（スパッツ）、（ストック）、 

ヘッドランプ（予備電池）、携帯電話（スマホ）、マスク、健康保険証、お椀、箸、 

その他冬の登山に必要な物 

歩行時間：4時間 15分  

リーダー：松井 公治（070-2811-7267)、サブリーダー：久保 典子（090-5311-1281） 

                    

その他 

* 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

* 参加費として 500円かかります。（資料代、下見代など） 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 天候などで中止の場合は参加者へ前日の 20：00までに連絡いたします。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

  参加を希望される方は 1月 11日（木）までに松井までメールでお申し込みください。 

山こい事務局  松井公治  ma1950koji@yahoo.co.jp 

 

■森こい倶楽部第五十三回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：早川ビランジュ街道から早川漁港、小田原城遺構へ（小田原市）  

プラス Oneテーマ:ビランジュ  

開催日：1月 14日（日）10:00～15:30（第 2週ですのでご注意ください） 

集 合：箱根登山鉄道 箱根板橋駅 改札外 10：00 

リーダー：広川 一久（H26） 

mailto:sato.forest2807@gmail.com
mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
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参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

申し込み：ご参加の方は、1 月 12 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願い

します。 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com（変更しました） TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

国指定天然記念物早川のビランジュから、早川の古刹・漁港経由、小田原城を巡る。小田原城の西、早川を越

えると箱根の山が海岸まで迫り、多くの樹叢が広がる、静寂な緑深い地区。源頼朝が旗上げた石橋山も近い。

寺社も多く、紀伊地方から来たという木地師・箱根細工の里でもある。森は海の恋人、歴史ある早川漁港近辺

からの相模湾の眺望も新春には最適である。早川を渡り小田原城総構の一部、小田原城主大久保氏所縁の古刹

など歴史地区を訪ねる。東海道から、小田原城周辺など、小田原市にある十数本のビランジュの半分近くと、

多くの天然記念物の樹木・社叢林などを訪ねる。木造商業観光施設「ミナカ小田原」にも立ち寄り、屋上から

の素晴らしい眺望に一年の弥栄を祈念しましょう。 

コース概要 

 箱根板橋駅    →早川大窪橋→山安ひもの館    →早川のビランジュ（国指定天然記念物・かながわ名木 100 選）

→海蔵寺（大森氏頼開基、元小田原市天然記念物ビランジュ、）→東善院（魚籃観音）→久翁寺→早川観音（ビ

ランジュ）→真福寺（小田原市天然記念物タブ・イトヒバ）→紀伊神社（小田原市天然記念物社叢林）→漁港

の駅 TOTOCO    （相模湾屋上眺望抜群）（昼食）→小田原漁港     （紅白小田原提灯燈台ビューポイント）→早川

橋→小田原用水→小田原城総構早川口遺構→大久寺（小田原城主大久保氏菩提寺）→光円寺（春日局開基、板

橋見附の大イチョウ）     →居神神社→東海道→天神坂（ビランジュ）→尊徳神社→小田原城址（ビランジュ・

小田原市天然記念物ビャクシン・イヌマキ・クロマツ）    →ミナカ小田原    →小田原駅      

歩行約 8㎞（早川のビランジュへの登り他はあまりアップダウンはない） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。  （事務局代表 久野） 

 

■森こい倶楽部第五十四回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：新林公園から片瀬山公園へ、富士の眺望を楽しむ（藤沢市）  

プラス Oneテーマ:観梅 

開催日：2月 4日（日）10:00～15:30 

集 合：JR東海道線 藤沢駅 改札外 10：00 

リーダー：久野正樹（H25） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

申し込み：ご参加の方は、2 月 2 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

藤沢市新林公園（駒立山）から片瀬山公園（片瀬山・目白山・龍口山）までの丘陵地帯は湘南の平野に面し、

伊豆半島～箱根連山～富士山～丹沢・大山、相模湾の眺望が広がります。麓の寺社には、鎌倉時代などの物語

が詰まっており、静かな境内では風情ある観梅も期待できます。また、砥石公園弁財天道標・寛文庚申供養塔

など、江の島道沿いの史跡も残ります。新林公園には、里地里山の谷戸や古民家、梅林も広がり観梅も期待で

mailto:m.hisano77@gmail.com
tel:090-8280-1816
mailto:m.hisano77@gmail.com
tel:090-8280-1816
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きます。丘の上の片瀬山の住宅街からは富士山を中心とした大パノラマが広がります。麓には、ここが鎌倉と

関係の深い歴史的地域であることが理解できる史跡が多く残っています。鎌倉石石切り場跡、弘法大師の岩屋

不動、眺望抜群で北条泰時が内乱の犠牲者を供養した泉蔵寺、上社下社もある諏訪神社、愛染桂の蜜蔵寺、時

宗一遍上人の念仏地蔵堂、西行法師の戻り松、梅の四貫の常立寺、源頼朝が父義朝を供養した藤沢市最古の本

蓮寺、各所で観梅も楽しめそうです。兵どもの夢のあと、龍口園という園地の跡地片瀬山公園は深く静かな森

が広がります。目白山を越え腰越に入り、神戸川沿いには、龍口寺輪番八寺がひっそりとした佇まいで迎えま

す。藤沢の外鎌倉ともいえる地域で、きりっとした冷気の眺望と観梅をお楽しみください。 

 

コース概要：藤沢駅    →砥上公園→奥田公園→境川→新林公園    →片瀬山北公園→岩屋不動尊    （簡易）→ 

富士見坂→泉蔵寺    →諏訪神社下社    （昼食）→諏訪神社上社→密蔵寺    →一遍上人地蔵堂跡 

→片瀬市民センター    →西行戻り松→寛文庚申供養塔→（ここから龍口寺輪番八寺）常立寺    → 

本蓮寺→片瀬山公園（龍口園跡地）    →阿弥陀池跡→神戸川本龍寺橋→本龍寺→勧行寺→東漸寺 

→妙典寺→本成寺→諏訪神社→（江ノ電腰越駅    →江ノ電江ノ島駅    ）龍口寺    →龍口明神社 

→湘南モノレール江の島駅    →大船駅    （小田急片瀬江ノ島駅→藤沢駅） 

歩行約 8㎞（長くはありませんがアップダウンあり、途中エスケープルートも可能） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

3月  3日（日）春の渋沢丘陵・震生湖から中井吟行の道（秦野市・中井町） 

4月  7日（日）太田道灌 夢見ヶ崎公園、古墳・寺社と動物園の融合（川崎市幸区） 

5月 12日（日）（第 2週）片倉城址から絹の道（八王子市）                           （事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2024第 2回「境川遊水地公園」（案内人：山路洋護） 

「境川遊水地公園」は横浜市泉区、戸塚区、藤沢市にまたがって位置する神奈川県立の都市公園です。境川の

治水のため、1990 年度から工事に着手し、俣野遊水地、下飯田遊水地、今田遊水地を公園として、2019 年開園

しました。境川の自然豊かな水辺空間を活かし、様々な生きものが生息できるビオトープを整備しており、冬

になると多くの水鳥たちが集まってきます。近くの「天王森泉公園」の里山では、小鳥たちの混群をさがしま

す。境川に合流する和泉川に沿って下飯田駅を目指します。 

 

日 時：1月 31日（水）9：30～15：00頃 

集 合：小田急・相鉄・横浜市営地下鉄 湘南台駅（小田急改札外）9：30 

解 散：横浜市営地下鉄 下飯田駅 15：00頃 

コース：湘南台駅(集合 9：30)→境川遊水地公園→情報センター(昼食)→天王森泉公園→和泉川→下飯田駅 

(解散 15：00頃） 

参加費：500円（CONE保険・資料代含む） 

装備など：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、スコープ 

（お持ちの方）、野鳥図鑑など 

参加対象：JFIK会員、会員の家族、友人、知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります。） 

参加申し込み：本番 2日前までに Eメールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで。 

       CONE保険に加入しますので、お名前と年齢をお知らせください。 

中止判断：雨天・荒天予報の場合は中止します。この場合、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

mailto:h-naka@k04.itscom.net
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◆2024 シーズン今後の予定（カッコ内は案内人：敬称略） 

 2月 10日(土) 多摩川中流域（松井公治） 

 3月 8日(金) 狩川と酒匂川（角田昌司） 

 4月以降   募集中                                                     (中澤(均)記) 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：12月 2日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 49名（JFIK：7 名 地元・地域ボラン 

ティア：7名 ファミリー･子供：24名  

横浜メダカの会：8名 見学：3名) 

作業内容：●ゾーン 8 の竹林整備：タケの伐採、シガラ柵づくりの準

備、古竹・古木の整理 ●こども里山体験班：さつま芋焼き体験、薪

割り、乾いた木や枝集め 午後は、ゾーン 8 の手伝い ●横浜メダ

カの会：水源調査、生物調査、水道ホースの取り換え、環境整備、今

後の環境整備計画 

 

作業 2回目 

日 時：12月 10日（日）10:00～15:00 

参加者：合計 25名（JFIK：3 名 地元・地域ボランティア：4名 

ファミリー：18名) 

作業内容：●ゾーン 8 でシガラ柵作成、午後は小学生を含めてシガラ

柵用モウソウチクの準備 ●子ども里山体験班（午前）：焚き火をし

て里芋とさつま芋を水煮にして食べる、薪運び、薪づくり、薪割り 

 

 

作業 3回目 

日 時：12月 11日（月）10:00～15：00 

参加者：合計 13名（JFIK：6 名 地元・地域ボランティア：7名) 

作業内容●ゾーン 8 の枯竹や、斜めにはえているタケを伐り終えるこ

とを目標に進めた。二手に分かれて左右と斜面の上下で連携して、伐

った竹を下に落とし冊の裏側に積上げた。 ●作業道具小屋の前の足

場用に枕木を運搬した。 ●伐倒タケのマーキング 

 

 

活動報告 

集合写真 

ゾーン 8でシガラ柵作成 

伐倒タケのマーキング 
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作業 4回目 

日 時：12月 18日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 19名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：11名） 

作業内容：●ゾーン 8の竹林の間伐・整備、しがら柵づくり、除草 

●枕木 5本で道具小屋前の足場作り 

               (福田記) 

 

 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて～都筑の丘に大塚・歳勝土遺跡と富士塚を訪ねる～ 

日 時 12 月 20 日（水）、23 日（土） 10：00～14：30 

参加者：一般 39 名（20 日 26 名、23 日 13 名） 

スタッフ：10 名※実数（佐藤、菅原、田川、久野、吉原、田口、河野、鈴木、鈴置、大橋） 延べ数は 12名 

コース：横浜市営地下鉄センター北駅 → 都筑民家園 → 大塚・歳勝土遺跡公園 → 茅ヶ崎城址公園 → 

    センター南駅（昼食） → （横浜市営地下鉄） → 都筑ふれあいの丘駅 → 川和富士公園 → 

    都筑ふれあいの丘駅 

 

 午前は都筑民家園、大塚・歳勝土遺跡公園、茅ヶ崎城址公園を見学しました。横浜市営地下鉄センター南駅

前で昼食後、午後は、川和富士公園を見学し、横浜市営地下鉄都筑ふれあいの丘駅で解散としました。 

横浜市営地下鉄センター北駅に集合し、モミジバフウの並木

を通り、江戸時代の民家「旧長沢家住宅」を移築、復元した都

筑民家園に向かいました。民家園では、「旧長沢家住宅」の母

屋などを見学しました。園内では、キチジョウソウの花を観察

することができました。また、この冬、初めて、園内で霜柱を

観察しました。霜柱を観ることができるのは低い気温と関東ロ

ーム層のおかげですね。 

都筑民家園から尾根に上がり、大塚・歳勝土遺跡公園を訪ね

ました。始めに、この地域の地形模型で縄文時代や弥生時代

の遺跡の分布を確認し、その後、弥生時代の環濠集落を再現

した大塚遺跡、次に、方形周溝墓を再現した歳勝土遺跡を見

学しました。大塚遺跡では、復元された環濠、竪穴住居跡、茅

葺きの竪穴住居や高床式倉庫を、歳勝土遺跡では、復元された

方形周溝墓を見学しました。方形周溝墓は、四方を溝で囲まれ

たマウンドの中央に死者を葬ったムラ人のお墓で 5 基が復元さ

れていました。 

鶴見川支流の早渕川に沿ってナンキンハゼやアキニレを観察

しながら散策し、茅ヶ崎城址公園に向かいました。茅ヶ崎城址

公園では、郭、土塁、住居跡、空堀などを見学しました。ま

た、ハリギリ、シラカシ、ムクノキ、エノキ、シュロ、サル

トリイバラ等を観ることができました。 

 枕木で足場作り 

都筑民家園「旧長沢家住宅」の母屋を見学 

大塚遺跡で復元された高床式倉庫を見学 
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横浜市営地下鉄センター南駅前で昼食の後、横浜市営地下鉄に乗車し、都筑ふれあいの丘駅へ移動。都筑ふ

れあいの丘駅から川和富士公園に向かいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川和富士公園では、川和富士が移設、復元されています。初代の川和富士は、江戸時代末に造営された富士

塚で、川和富士公園より北西 200m ほどの場所にありましたが、港北ニュータウン造成のために取り壊され、現

在地に移設、復元されました。標高約 70mの川和富士の山頂からは、多摩丘陵、丹沢山地、富士山、奥多摩から

秩父の山々、ランドマークタワーなどを眺めることが出来ました。 

川和富士から下山の後、クスノキ、シラカシ、カツラ、コブシなどの樹木を観ながら都筑ふれあいの丘駅ま

で散策。都筑ふれあいの丘駅前で解散としました。 

二日間とも、この冬一番強い寒気の影響で寒かったですが、快晴。冬の都筑の丘での植物観察と史跡めぐり

を楽しむことができました。                                （大橋記） 

 

■四季の森公園「特定植物観察会～紅葉」 

日 時：12月 3日（日）13：00～14：30 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺～紅葉の森 

参加者：一般 10名（うち JFIK 会員 2名）、公園職員 1名 

スタッフ：日比野、佐藤(淳)、嶺 

 

 当初は手話通訳付き観察会の予定でしたが、残念ながら聾者の応募はありませんでした。 

まず、北口広場でリーダーから紅葉・黄葉のしくみや落葉の意義について説明がありました。続いて、目の

前にあるカツラを観察しました。カツラは黄色に色づく樹種ですが完全に落葉しており、実の多くも落ちた後

でしたが、落ちていた実の中から翼のある種子を取り出して見ることができました。ケヤキの葉はすでに色褪

せて落葉しており、木に残っている葉の多くは小さく、実とともに小枝ごと落ちるのを待っている様子でした。

一方アキニレは、黄色く色づきかけた葉と赤く色づいた翼のある実をつけていました。 

 はす池の北西岸沿いに行くと、コナラやミツバウツギなどすでに茶色に褪色した葉が多い中で、紅葉真っ盛

りのニシキギや赤くなりかけのキブシの葉が見られ、地面や水面には黄色のハナノキやエノキ、紫がかったナ

ンキンハゼの落ち葉が目立ちました。頭上にはナンキンハゼやセンダンの実も見られました。春の草原のイロ

ハモミジは紅葉の盛りで実成りもよく、翼のついた実を拾って放り投げ、風散布種子が舞う様子を観察しよう

としましたが、風が強く目で追うことが困難でした。 

 しょうぶ園から紅葉の森にかけてはカエデ類の観察スポットで、イロハモミジ、オオモミジ、コハウチワカ

エデ、イタヤカエデなどが見られます。どのカエデも樹上に多くの葉を残しており、かつ落葉も始まっていた

ので、イロハモミジの重鋸歯、オオモミジの単鋸歯、切れ込みの浅いコハウチワカエデ、鋸歯のないイタヤカ

川和富士の山頂へ 川和富士山頂より丹沢山塊と富士山を眺める 
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エデの葉を手に取って比べることができました。また、枝の根元から先端にかけて緑から赤に変わっていくイ

ロハモミジの葉のグラデーションも見事でした。林内は風が弱く、拾ったイタヤカエデの実を放ると、くるく

る回りながら落ちる様子をじっくり見ることができました。 

 池の南西岸沿いでは、大きなホオノキの落ち葉、裏が白っぽいヤマザクラの落ち葉、頭上に残るコブシの果

柄、マンサクの花芽を見たほか、マンサクとシナマンサクの葉の手触りの違いも楽しみました。じゃぶじゃぶ

池方面に足を延ばしてイロハモミジの紅葉のグラデーションを堪能し、ウワミズザクラのオレンジ色の紅葉を

頭上に眺め、北口広場に戻りました。最後にビジターセンターに寄り、拾ってきたイヌシデの実、用意してあ

ったニワウルシやアオギリの実、それらを模して折り紙とホチキス、クリップで作った模型、ラワンやツクバ

ネを模した模型を室内で放り投げて、それらが舞い落ちる様子を楽しんで解散しました。よく晴れてひどく寒

くもなく、常に大小の葉が青空を舞う中での気持ちのよい観察会でした。           （日比野記） 

 

  

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■室内勉強会「森こい俱楽部の心～樹林にパワーをいただいて」 

日 時：12月 8日（金） 19:30～21:00 

講 師：久野正樹（H25） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立（正）、内間、梶浦、角田、加藤、金子、河野、久保、藏田、佐野（仁）、菅原、鈴置、 

鈴木（淳）、鈴木（敏）、関、瀬尾、田口、戸田、中澤（均）、西岡、塙、羽田、日比野、広川、 

福田、三樹、山本（洋）、吉原、吉無田、渡邉、嶺、佐藤（淳）以上 32 名 

 

2023 年の最後を飾る室内勉強会の講師は、JFIK の 3 倶楽部活動

のうちのひとつ「森こい倶楽部」の主催者である「久野正樹」さ

ん。森こいには時々ではありますが、自分も参加させて頂いてお

り、その度に久野さんの様々な事柄に対する知見の深さと活動へ

の情熱に感銘を受けています。 

今回の室内勉強会でも、森こい俱楽部の心は「樹木への畏敬」

と説明あり、また、副題である「樹林にパワーをいただいて」と

いうところから、単なるパワー伝授のみではなく、生命体の深遠

と神秘とに結び付いた部分に及んでおり、より深いお話となって

おりました。 

冒頭の久野さんご自身の経歴等の紹介、樹木雑知識・数値のお

イロハモミジの実を探す オオモミジの木の下で 

 

森こい俱楽部 
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話に続き、「森こい俱楽部」について、2018/4 以来、52 回開催され現在 4 名の幹事スタッフで 20 名前後の参加

者を引率、神奈川県内各地で“こんなルートもあるの?”と思われるユニークなコース含め、5～6 時間で巡る活

動の由、紹介がありました。道々、名木・古木等をはじめとした諸樹木・植物はいうに及ばず昆虫・鳥類・動

物等の同定・紹介、さらには神社仏閣から道祖神・庚申塔に至るまでの歴史的由来・紹介や、時には植物園・

水族館に立ち寄る事も。また訪問地の土壌・地形の経年的推移等の説明もあります。今回のお話では、参加者

が皆感心するルート発見の秘訣として、単に地図に描かれた道程にとどまらず、実際に下見等で現地を訪れ、

より効率的で面白いこんな道もあるよ、と見つけておられる由、紹介がありました。 

 続いて「樹木には精霊が宿る」お話では、樹木の木精「ククノ

チ」は諸霊を表す語尾「チ」の類型(木の葉・ハッチ、蛇・オロ

チ、雷・イカズチ、刀・タチ)のひとつであり、実際に樹木との感

応で、樹霊の気配を感じたり樹皮に触れて交信をしたりという実例

の紹介もありました。また今回、自分が最も印象に残ったテーマと

して「精霊としての樹木の不思議」へと展開があり、数千年、場合

によっては数万年に及ぶとされている樹木の長寿の不思議さ、さら

には「菌根菌との共生の心」のご説明が大変興味深かったです。 

樹木のいわば土壌の一部として共生する菌根菌には、サクラ・カ

エデ等にみられ植物細胞内に入り込んで共生する「アーバスキュラー菌根菌」と、マツ・ナラ等にみられ植物

細胞壁の隙間に入り込んで共生する「外生菌根菌」の 2 種があり、植物と菌根菌は相利共生の関係で、「水・栄

養」の交換は言うに及ばず、全体としての最適生存の為に、何等かの情報のヤリトリをもしているのではない

かと思われる由。また続けてのテーマ「植物の生存戦略」の中では、植物は根っこで自分の子孫を探りあて、

弱ったものには糖類を補給するというネットワークを持っているというお話と、「自然とは区別することだろう

か?」という久野さんの問いかけが、昨今の世の中の諸事象と重なり、深く心に響きました。 

牧野博士の時代から、植物学は違いを発見し、新種を発見していく分類学的発展からスタートしています

が、果たしてすべての事に「区別する」事は本当に正しいのでしょうか?違いを認めてともに生きる、植物と菌

根菌との関係のように、違う種でも助け合うそんな人類でないと、真の平和共存は果たせないのではないかと

思う次第です。 

 最後に、プロローグで久野さんからご紹介のあった最近封切の洋画「ザ・クリエイター」は、11 月に自分も

観ました。これも不思議な偶然の一致「シンクロニシティ」ですが、この映画のひとつのテーマが人類と AI の

在り方の問題です。AI 共存か排除か、事象は単純ではありませんが、ひょっとしたら、思ったより早く人類の

新たな共存共生先は AIになるかも知れない、というのも久野さんからの問いかけでありました。 

(足立(正)記) 

 

■山こい倶楽部 第 99回 

日 時：12月 16日（土）晴 

場 所：三浦富士（強風でフェリー欠航のため、急遽変更） 

参加者：中澤(均)（リーダー）、松井（サブリーダー）、田口、田川、篠田、梶浦、辻、久保、中澤(靖）、加納 

 計 10名 

行動時間：5時間 30分 

歩行距離：7.3km 

コース：京急津久井浜駅〜三浦富士〜砲台山〜武山〜砲台山〜三浦富士〜久里浜霊園〜京急長沢駅 

 

      土壌の状況は？ 
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全く予測していなかったフェリー欠航。昨夜にメールがあり、早朝にならないと欠航か否かの情報が出ない

ため、当日京急久里浜駅に時間どおり集合することにしました。 

欠航が確定し、三浦アルプスに登ろうか、どの山に行こうかメンバーで相談し、三浦富士に決まりました。

京急津久井駅に移動し、美味しそうなブロッコリーやカリフラワーなどの畑や住宅地を通り、登山口の浅間神

社に到着しました。モズのメスやホオジロがいました。 

三浦富士という富士が付いているので、富士信仰の山だと

いうことがわかります。調べてみると漁師たちは三浦富士や

武山を目標にして、漁場の位置を知り、帰るべき港の方向を

知ることができたそうです。大漁や海上の安全にとって頼れ

る山であり、それが信仰に結びついたそうです。 

山の植生も独特で海岸性の樹木で構成されていました。タ

ブノキ・アリドオシ・マテバシイ・スダジイなどの常緑樹が

多かったです。ゆっくり１時間ほどかけて三浦富士山頂到

着、強風でガスっていて富士山は見えませんでしたが、三浦

の海を見渡せて、気持ちがよかったです。 

40 分ほど歩くと、砲台山に着きました。砲台跡は広いお洞

のような空間があり、廻りに穴がありました。 

調べてみると、真ん中に大きな砲台が１基設置され、穴は爆

薬庫だそう。東京方面に侵入してくる爆撃機を狙ったものと

のこと。登っている段階ではこのことは知らなかったので、

みなさんで能天気に記念写真を撮った次第でした。 

武山では武山不動尊を参拝し、お昼休憩。 

下山はピストンは面白くないねという話になり、三浦富士山

頂から見えた五重の塔の見える京急長沢駅方面へ下山しまし

た。道も少しガレていて、藪漕ぎ状態で下りました。五重の

塔の正体は、久里浜霊園。いろいろな大仏様と海が一望でき

て、羨ましい墓地でした。住宅街に入ると、無人野菜売り場を発見。美味しそうな旬の野菜を女子たちは買い

漁りました。 

とても 12 月とは思えない！これ以上薄着になれず、汗ダ

ラダラの 1 日で、急遽決めたハプニング的な感じが面白か

ったです。2024 年 1 月は記念すべき山こい 100 回目。来年

もぜひ山こいにみなさまご参加ください。 

（加納記） 

 

 

 

 

三浦富士山頂 

お釈迦さま十大弟子 

砲台山対空砲台跡 
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■森こい倶楽部第 52回活動報告 

開催日：12月 3日（日）晴 

テーマ：篠原城址から小机城址の銘木古木、新横浜公園の渡り鳥（横浜市港北区） 

参加者：戸田、角田、引田、高田(茂)、梶浦、西岡、足立(正)、皆川、鈴木(康)、久野、金子、石川(雄一)、 

会員外 6名 合計 18 名 

コース概要： 

新横浜駅     →正覚寺→篠原城址緑地→長福寺→篠原八幡宮→東林寺     →岸根公園     （昼食）→貴雲寺     →三

会寺→本法寺     →小机城址市民の森     →鶴見川流域センター     →新横浜公園（鶴見川多目的遊水地）     →日

産スタジアム    →新横浜駅    （解散） 

報告 

今回の森こいテーマは「新横浜の丘から遊水池」です。篠原口方面は所謂「横浜らしい地形」ちょっとした

丘で、文化遺産や寺社、公園が点在します。 

また、後半は鶴見川流域の治水対策としての遊水地を見学しながら鳥の観察もできる盛り沢山コースです。 

始めは「正覚寺」で多くの羅漢像を拝観して、少し上ると「篠原城址緑地」です。篠原城の役割は午後訪問予

定の「小机城」の東方守備です。ただ残念ながらこちらは立ち入り禁止で柵で囲われています。続いて「長福

寺」です。こちらでは「バクチノキ（ビランジュ）」を観察できまし

た。あまり見かけない樹木なので、みなさん観察に力が入ります。その

後「篠原八幡宮」ではご神木のアカガシ、黄葉真っ盛りのイチョウを観

察します。七五三のお参りもいらっしゃり、おしゃれした子どもたちが

楽しそうです。東林寺を経由して「岸根公園」に向かいます。広いです

ね岸根公園。ウバメガシの林が印象的です。日向でぽかぽか日光浴しな

がらのお昼は最高です。貴雲寺を経て三会寺に向かいます。こちらは、

源頼朝が大檀那となり佐々木高綱が奉行して建立した寺院です。本堂の

大きな屋根のササリンドウの家紋で納得できます。本法寺では原種に近

いサザンカやミヤマシキミを観察しました。さぁ、いよいよ小机城址に向かいます。横浜線を渡ると程なくし

て到着します。こちらの空堀は結構深く一見の価値ありです。また、太田道灌により攻め滅ばされ歴史ある場

所です。次は、鶴見川流域センターです。暴れ川であった鶴見川の治水を担っています。その鶴見川多目的遊

水地の方に降りて行き、多くの鳥たちが鶴見川に舞い降ります。今日はアオサギなどを観察できました。日産

スタジアムを通過すると、今回のコースも終わりに近づきます。大きな街新横浜の近隣に多くの遺跡や自然が

残っています。なかなか見所が多いコースでした。みなさん、ありがとうございました。  （石川(雄一)記） 

岸根公園(集合写真) 

ミヤマシキミ(本法寺) 小机城址空堀 新横浜遊水地(アオサギ・カモ) 
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■鳥こい倶楽部 2024シーズン第 1回「水元公園」 

日 時：12月 27日(水) 9:30～15:30 曇時々晴 

コース：金町駅（集合）⇒桜土手バス停→水元公園～ごんぱち池～水辺のさと～第一観察台～水元大橋～ 

涼亭付近(昼食)～芦原～メタセコイアの森～5 番観察窓～水生植物園～せせらぎ広場～ポプラ並木～ 

かわせみの里(鳥合わせ)～水元５丁目バス停⇒金町駅（解散） 

参加者：中澤(均)[案内人]、田川(裕)、足立、吉原、久野、梶浦、 

松井、田口、篠田、鈴木(康)、加納、西岡、*中澤（美） 

 以上 13名（*一般） 

水元公園は小合溜（こあいため）という細長い池に沿った公園で、

対岸は埼玉県の「みさと公園」になっています。今回は桜土手のバス

停から、公園の東から西へと小合溜に沿って水鳥を観察しながら歩き

ました。ヒドリガモやホシハジロ等のカモ類、カイツブリ類、サギ

類、そしてユリカモメ。対岸の林には、アトリの小群やオオタカをみ

つけ、皆で夢中になって観察しました。 

青い水元大橋を渡ったところで、昼食休憩としました。付近には売

店や軽食屋「涼亭」があ

り、休憩には最適な場所です。 

昼食後、葦原を経由してメタセコイアの森に向かいます。葦原

にじっとしているツグミが発見、スコープでじっくり観察出来ま

した。 

メタセコイアの森から広葉樹

の林に入って小鳥類を探しま

す。アカゲラやカラ類、特にヤ

マガラの変種とされるベンケイ

ヤマガラに盛り上がりました

が、ほどなく茂みの奥に消えてしまいました。 

広大な中央広場の草原へ出てホオジロなどの草原性の鳥を探しましたが、

残念ながら出会えず。せせらぎで水浴びするカラス達の声が響き渡るばかり

でした。 

再び小合溜の湖畔に戻り、対岸の茂みにハイタカ成鳥（雌）の凜々

しい姿を堪能した後「水元かわせみの里」へ。ここの池のカワセミは

お留守でしたが、湖岸の茂みに休憩中のゴイサギ数羽、そしてピラカ

ンサの実を啄むアカハラまでやってきました。皆で夢中になって見て

いましたが、ほどなく騒がしいヒヨドリ達にピラカンサが占領されて

しまいました。 

今回はシメやホオジロなど期待した冬鳥に会えませんでしたが、

凛々しいハイタカやアトリの群れをじっくり見ることができ、ベンケ

イヤマガラやアカハラにも出会うことができ、楽しい一日を過ごせ

ました。                   (中澤（美）記) 

＜本日観察出来た野鳥＞ハシビロガモ、ヒドリガモ、カルガモ、マガモ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハジ

ロ、キジバト、バン、オオバン、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ユリカモメ、カワウ、ゴイサギ、アオサ

ギ、ダイサギ、コサギ、ハイタカ♀、オオタカ、カワセミ、コゲラ、アカゲラ、モズ、オナガ、ハシボソガラ

ス、ハシブトガラス、ヤマガラ(ベンケイ 1)、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス(C)、メジロ、ムクドリ、シ

ロハラ、アカハラ、ツグミ、スズメ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、アトリ、カワラヒワ、アオジ(C) 以上

42 種、番外 ドバト （C）声のみで確認 

小合溜越しにオオタカを観察 

水元大橋をバックに集合写真 

 

ベンケイヤマガラ 

ハイタカ成鳥（雌） 
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＊書籍名：「山は輝いていた 登る表現者たち十三人の断章」 

＊著 書：神長幹雄編 

＊出版社：新潮文庫 

＊発 行：令和 5年 8月 1日  

＊価 格：670円＋税 

 

 山に登る趣味のある人は、それぞれ好きな作家や本があるように

思う。この本は 13人の作品から選んだアンソロジーだ。山に関する表

現が隆盛を極めた 1980 年代を中心に選ばれている。選者は「山と渓

谷」の元編集長で、著者と深く関わってきたので選択が確かである。

それぞれに解説があり背景なども詳しく知ることができる。 

5章から成るが、第 2章と第 3章について触れてみることにする。 

田淵行男については、随分前に生誕 100年記念の展示（東京都写真美術館）に行ったり、安曇野にある田淵行

男記念館に何度か立ち寄ったりしていたので懐かしく感じた。写真や蝶などの精密画などは見ていたが文章は

あまり憶えていない。沢山の著作を残したが随想だけをまとめたものは、「黄色いテント」だけである。そこに

次のように書いてある。「単独行は、人類の原点とめぐりあう回帰の旅であり、同時に、私の中の野生を模索す

る遍歴でもあった。」 

串田孫一は、山の文芸誌「アルプ」の編集責任者を創刊から終刊まで 25 年務めたこともあり、山を思うにつ

け思索する人としての存在だ。「アルプ」では、私は尾崎喜八も好きで詩文集を揃えたりした。ここに掲載され

ている串田の「島々谷の夜」は、夜に新島々から上高地に歩くことが書いてある。思索する心の目が随所に現

れ、感じ入りさせられる。 

山口輝久も「アルプ」で終刊まで委員を務めた。代表作の「北八ツ彷徨」や「八ヶ岳挽歌」は思い出深い。

学生の頃に、山に行き始めた頃から北八ツは何度も訪れた。ここでは、別の本の「スコトン岬」が選ばれてい

る。1か月ほどの礼文島北部に行ったことが書かれており、小説風の紀行文で非常におもしろい。 

深田久弥外伝の章もある。「日本百名山」そのものではなく、深田が百名山を選定した経緯が第 3 者から語ら

れている。山の品格、山の歴史、山の個性という三つの選定基準が書かれている。私は、白馬、上高地・穂高、

時に東北に行く程度で、百名山を無視していたのは、ちょっと残念に感じた。 

後半は、命をかけたクライミングの高揚感、楽しさ、登る意味、生きることの理由などについて書いた文章

が続く。                                           （獏） 

 

  

月刊ブックレビュー 
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12月度の会員異動 

12月25日現在  会員数160名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：12月25日（月）17：00～18：20 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 708ミーティングルーム 及び ZOOMオンライン 

出席者： 

＜会議室参加＞  理事 11名、会員 1名       計 12名 

＜オンライン参加＞理事 2名、監事 1名、会員 3名  計 6名 

         合計 18名 

 議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

＜新規合格者歓迎会開催のお知らせ＞ 

日 時：2024年 1月 21日（日）10:00～15:00 

場 所：泉の森、自然観察センター「しらかしのいえ」   大和市上草柳 1728番地  TEL 046-264-6633 

内 容：午前にオリエンテーション、午後に自然観察会を予定しています。 

 

＜第 9回（令和 6年度）通常総会開催案内＞ 

NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会「第 9 回通常総会」を下記により開催しますので、ご出席のほどお

願い申し上げます。 

出欠届、委任状の提出については、別途ご案内申し上げます。 

 

開催日時：2024年 2月 17日（土）15:30～17:00 (15:00 より受付) 

 （ZOOMによるオインライン中継を予定しています） 

開催場所：アミューあつぎ ルーム 610 

議題 

 第 1号議案 第 9期（令和５年度）事業報告及び決算 

 第 2号議案 役員改選 

 第 3号議案 第 10期（令和６年度）事業計画及び予算 

 その他報告事項等 

懇親会：総会終了後、本厚木駅周辺にて懇親会を予定しています。詳細は別途ご案内いたします。 

 

会費納入のお願い 

令和 6年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円 

納入期間：令和 6年 1月 1日〜2月末日 

=振込先=  

横浜銀行 戸塚支店（359） 口座番号：普通預金 6174917 

名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会 

（エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行の

掲 示 板 
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ATM から振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

 

※【お願い】 

全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡お願いします。 

携  帯：090-6177-4020 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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編集後記 

明けましておめでとうござい

ます。正月早々地震や事故、

国外では戦争紛争と大変なこ

とになっています。いろんな

ことを考え日々研鑽してまい

りましょう。（かじうら） 

本年もよろしくお願い

いたします！ (松山) 

柏尾川ほとりにはホトケノザが咲いていました。 

撮影：神田醇一 
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